
サ ー風情の女･･･｣ と言 ったとか言わをいとかで憤慨 したのも,今 と在っては微笑 ましい思い出です｡

就職 してか ら今 まで,何の迷い もなく働 らき続けてきたと思われ右かもしれませんが,私たりに可成

の山坂は越 えてきたつ もりです｡ 何 しろ,そ こは江戸 ッ子 (東京 ッ子で)意地 っぼ りと負けん気で も

っているような私ですか ら,その慶に｢なにを !｣とい う具合に,逆にがんばって しまうのです｡

結婚の段階では,やめる気はあ りませんで した｡つれあい と覆る八 も反対は しなかったし,先輩に

既婚で母親 とい う八 もいました し,共稼 ぎは出来そ うだと思ったか らです｡ しか し,出産の時はそ う

はいきませんで した｡ 開園は,母親vEなればやめるものと,ほほ確信 していましたか らC 当^はとい

えば 6,7年で丁度仕事が面白 くなった段階で,やめるたどと考えられなくなっていました｡-騒動

あ りそ うな所 ,丁度 よく(?)主人が留学生試験に受かって外国に行 くことにな り,うやむやのま ゝ

続けてよい ことに在って しまったのです｡

子供 もコ になると,まあ寛大だった主人の態度 も微妙vE変 りました｡ ｢子供の為に･･････可哀い

そ うだと思わ覆いのか｣ と言われるまでもなく私 も迷いました｡ アナウンサ-の仕尋は,表面のある

部分は華やかですか,NHKの職見 たのです し,地味な,つまら覆いと思われるようを仕事も沢山あ

ります｡ 1日中狭いスタジオの中で,番組の枠 アナウンスを した り,海外向けの-ユースを読んでい

た りとい う日か続 くこともあ ります｡ 仕事かお医者様だった り,学校の先生だったら,多少の犠牲を

払 って働いてVlても,社会の役に立 っているのだ,八の為に在っているのだと思 うことが出来るで し

ょう｡ でも私の場合は違います｡がんばって仕事を続けているが,これでよいのだろうか｡子供の,

彼等にとっては二度 と覆い時期を,家庭で暖 く見守ってやるべきではないのか｡家族に犠牲を払わせ

て働いているのは,私の我がままでは覆いのか｡真剣に考えた時期でもありました｡

何時のまVEか,女性アナウンサ-の最古参で束ね役をしなければ怒らたくなり,女性故に昇進か遅

いと言われなが ら管理職 と覆ってからは,また違 った悩みも生 まれました｡そ して,現在は仕事の先

行 きも含めて,平均余命の 30年程をどう生 きるか｡ 中学生の娘に先輩 として,どうい う生 き方をす

れば よいとア ドバイス出来 るのか,考えこんで しまっているところ在のです｡ (1回生 )

(女性 と職業 についてなら,表向きは もっと偉そ うに勇ましい ことも書けるのですか,気取っ

て も仕方覆いので,これは本音です｡ )

尾 瀬 と 生 徒

前 沢 光 子

7月下旬,Nさん (41年卒 )の引率する-イキングクラブと一緒vc尾瀬を歩いてきたと大清一三

平峠一尾瀬沼一尾瀬原一鳩待峠の一般向 きのコースをとった｡

三平越えの道はブナや ミズナラの線 こい気分の よい道であったが,数年前建設されかけた車道が,所

々にその醜い姿をさらけ出 している｡ さいわい反対運動で工事は中止された｡ また再開されぬとよい

がなどと思いながら歩 く｡生徒はペチャクチャよくしゃべる｡時 々, ｢早い｣｢少 し休んで｣｢疲れ
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た｣･･･と叫ぶ｡疲れてい覆い証拠であるo そのうち静かになり荒い息づかいだけが聞えてくる 岩清水

で喉 を潤 し満足げに微笑み,峠では ｢大変だったね｣ ｢よく登って来たね｣ と互の労をねぎらい合 う｡

やがて樹間に尾瀬沼が見える｡ 光っている｡ 静かである｡ ウ7-と歓声をあげなが らかけるように下

りて行 く｡ 湖岸でNさんの説明｡ が生徒はポカンと口をあけ放心 したようvt沼をみている 沼沿いの道

は暗 くじめじめしている｡その中にカラマツ草の白い花が浮びあがるように咲いている｡ 長蔵小屋に

着いた時は太陽はかなり西に傾いていた｡小屋付近の大江川湿原は例年なら日光キスゲの花で埋めつ

くされているのVC今年はまばらである｡ 7月初旬のおそ霜vEや られたのだそ うだ｡ ワタスゲやサギス

グもまたみすぼ らしい｡

スカートVEはさかえバスタオルを抱えて風呂に行 く生徒は ｢何 よその恰好 ,だめ｣と一喝される｡

両手vc抱え切れぬ程 か土産 を買い込んできた生徒は ｢明日もあるんです よO 重い夜んて言ったって

知 りません よ｣と言われて首をす くめる｡-･･･ こんな生徒にどうなっているのかと首をか しげあき

れ果てる｡

5時起床の予定を,あの歩きぶ りではと4時vcたたき起す｡ 4時 20分出発o クズ夜生徒に しては

上出来である｡ 朝議の中か ら宿が浮ひ出 して来る○ 水 ぎわのフトイや ミズガシワが音 もなくゆらいで

いる｡ 声もたくじっと見いる｡そ して深い溜息をつ く｡ 沼尻川沿いの木道を黙々と歩 く｡白砂湿原を

すぎブナ林に入る｡やかて視界か開け正面に至仏山か姿をみせる｡レ､よいよ尾瀬原である｡ ここでN

さんの尾瀬原の説明｡ くいいるように原をみつめている｡

原の一隅を山吹色vE埋めつ くす 日光キスゲ,食虫植物にしては白く可憐な花をつけているナガバノ

モウセンゴケ,黒紫色の何 ともさえぬクロバナロウゲ, トキの羽の色から名付け られた トキ草 ---

池塘の中には,未の刻に在ると花をとじるヒツジグサ,丸い葉をのんび りと浮かせボソンポッンと黄

色の花をつけるオゼコウホネ- と次々に花をゆひさすけれども,生徒はあまり関心を示さず ,た 申ゞ

し訳け程度に｢-イー｣と言うだけ｡ そ して専 ら俗界の噂をし,思い出したようVE｢足の裏か痛い｣

｢こん夜に歩 くとは思わなかった｣｢早 くバスにの りたい｣ とブツブツ言 う｡ 全 くあきれたものであ

るo

上田代で昼食をとっていると雲ゆきかどうもあや しい｡早々に引上げ, 1時すこし前場待峠vc到着｡

途端 ,雷鳴と共にすさまじい雨｡ ｢早 く出てよかったわね｣と顔をみあわせる｡

ここに登場する生徒は中学 1,2年生で,高校生は黙々とよく歩 き,説明には よく耳を傾け,なか

在か立派をものである｡ しかしこの中学生 も9月の教室で,尾瀬の美 しさを,自分達の強行軍 を ｢す

ごく｣｢すごく｣を連発 しながら,誇 らしげに語っていた｡ (5回生 )

人 間文 化研 究科 に入 って

小 玉 美恵子

昨年の 6月29日, わがお菜の水女子大学博士課程の^間文化研究科は開講 しました｡本学はじめ
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